
愛知東邦大学 シラバス

開講年度(Year) 2025年度 開講期(Semester) 前期

授業科目名(Course
name) 中国語総合Ⅰ

担当者(Instructors) 竹越 美奈子,張 金平 配当年次(Dividend
year) 1

単位数(Credits) 1 必修・選択(Required /
selection) 選択

■授業の目的と概要(Course purpose/outline)

中国語を初めて学ぶ学生を対象とする。はじめに中国語を学ぶ上で必要な基本知識について学ぶ。具体的には、中国語に関する知識（使用さ
れている地域・人口・民族・歴史など）、文字（中国大陸で使用される簡体字と日本の漢字の違い）、基本構文（動詞述語文・名詞述語文・
形容詞述語文など）などについて学ぶ。教科書は映像資料のついたものを使用して、楽しく、かつ実際に使用される場面が理解しやすくなる
よう工夫する。それと同時に、中国文化に関する理解と関心を高める配慮をする。

■授業形態・授業の方法(Class form)

授業形態(Class form) 演習

授業の方法(Class
method)

映像を見ながら、中国語の発音・文法・文字などを総合的に学ぶ。
語彙・語法の説明、教科書本文の和訳、練習問題（筆記）が中心である。また、原則として毎回授業の後半に発
音の小テストをする。学習上効果的と認めた場合、3回程度リモート授業を実施することがある。

■各回のテーマとその内容(Each theme and its contents)

回数(Num) テーマ(Theme) 内容(Contents) メディア区分
(Media)

第1回 オリエンテーション 授業の進め方についての説明他 □

第2回 第１課　中国語の発音（１） 声調、母音 □

第3回 第２課　中国語の発音（２） 子音（１） □

第4回 第３課　中国語の発音（３） 子音（２） □

第5回 第４課　中国語の発音（４） 発音のまとめ、まとめテスト □

第6回 第５課　どうぞよろしく 人称代名詞、あいさつ □

第7回 第６課　お名前は 姓名の言い方、呼びかけの言葉 □

第8回 第７課　ご出身は 指示代名詞、動詞述語文 □

第9回 復習 復習 □

第10回 まとめと中間テスト 復習、中間テスト □

第11回 第８課　飲み物は 疑問詞、反復疑問文 □

第12回 第９課　おいくつですか 数詞、年齢の言い方 □

第13回 第１０課　和食はいかが？ 経験、依頼、形容詞述語文 □

第14回 復習 復習 □

第15回 まとめと期末テスト 復習、期末テスト □

■授業時間外学習（予習・復習）の内容(Preparation/review details)

自分で授業前に教科書付属のＣＤまたはWebストリーミング音声を聞き（３０分程度）、授業後に教科書の和訳、文法事項、練習問題の正解
等を確認する。（３０分程度）。

■課題とフィードバックの方法(Assignments/feedback)

教科書和訳、練習問題は黒板に板書して、解説とともに解答例を全体で共有する。また原則として毎回各学生の発音を聞いて発音指導をする。

■授業の到達目標と評価基準(Course goals)

区分(Division) DP区分(DP division) 内容(DP contents)

知識・技能 ◆ 2019全学共通DP1 学びの基礎となる中国語、中国社会等に関連する幅広い知識を習得しながら専門知
識を育み、それを活用することができる。



思考力・判断力・表現力 ◇ 2019全学共通DP2
基礎中国語文法・語彙を踏まえた専門知識と自らの経験を基に、創造的に考えたう
えで、初歩的な中国語を理解し、内容を的確に判断し、自在に表現、発信すること
ができる。

■成績評価(Evaluation method)

筆記試験(Written
exam)

実技試験(Practical
exam)

レポート試験(Report
exam)

授業内試験 (in-
class exam) その他(Other)

70% 30%

授業内試験等(具体的内容)(Specific contents)

授業内実施筆記テスト、発音テスト

■テキスト(Textbooks)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 相原茂ほか『日中いぶこみ交差点』朝日出版社 9784255452869

2

3

4

5

■参考図書(references books)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 なし

2

3

4

5


